
○ 茨城県立中央病院 臨床研修医の労働条件等

１ 身分
臨床研修医（会計年度任用職員）
ただし，茨城県立中央病院臨床研修病院群の協力型臨床研修病院及び臨床研修協力施設

における臨床研修を実施する際には，当該臨床研修を実施する施設に採用され当該施設の
雇用条件が適用される場合がある。以降の各項も同様とする。

２ 雇用期間
令和８年４月１日又は医籍登録年月日のどちらか遅い日から令和１０年３月３１日まで。
ただし，令和１０年３月３１日まで継続して臨床研修を実施する場合には，別に定める

基準を満たし，研修管理委員会の２年次進級審査に合格する必要がある。
また，臨床研修の中断による修了時期の変更又は未修了となった場合の取り扱い等につ

いては，茨城県立中央病院臨床研修規程に基づき，研修管理委員会の審議を経て病院長が
決定する。

３ 就業の場所
茨城県立中央病院，茨城県立中央病院臨床研修病院群の協力型臨床研修病院及び臨床研

修協力施設。
４ 従事すべき業務の内容

医師法第１６条の２第１項に基づく医師臨床研修及び茨城県立中央病院長が命ずる業務。
５ 始業及び終業の時刻，休憩時間，所定時間外労働等
（１）始業時間は午前８時３０分とし終業時間を午後３時３０分とする。ただし，茨城県立中

央病院臨床研修規程に基づき，午後３時３０分から午後５時１５分まで業務を継続し，当
該時間部分について，別途，所定労働時間内手当を支払う。

（２）休憩時間は６０分間とする。
（３）所定労働時間外の労働は次のとおり。

① 月３回程度の宿直業務。なお，月１回程度の日直業務については，過重労働防止のた
めに，必ず，平日に休日を振り替えることとする。

② 茨城県立中央病院臨床研修実務規程において，臨床研修修了の要件として出席等を義
務と定めているもののうち，所定労働時間外に開催される講習会及びレジデント・レク
チャー等への参加。

③ 所定労働時間外に，研修医が単独で医療に関わらなければならない状況下において，
直接監督責任者たる指導医又は上級医の命令に基づき，当院が定める研修医が実施可能
な範囲の医療行為を実施する場合であって，診療録に記録されているもののうち，別に
定める範囲のもの。

（４）休日労働は次のとおり。
① 月１回程度の救急センターにおける日直業務。

ただし，日直業務を実施する場合は事前に休日を振り替える手続のうえ，振替に当た
っては，直接監督責任者たる研修中診療科の長（院外研修中を含む）と事前に調整のう
え，原則として同一週に振り替えること。

② 研修中の各診療科の長の責任において，休日に業務を命じる場合。
③ その他，茨城県立中央病院長及び研修管理委員長が業務を命じる場合。

６ 勤務日及び休日
（１）勤務日

月曜日から金曜日のほか，事前に指定する宿日直実施日等。
（２）休日

土・日曜日，国民の祝日，年末年始の期間。（１２月２９日から翌１月３日までの間）
７ 休暇
（１）年次有給休暇

採用時に５日間を，６ヶ月を超えて継続勤務の場合は更に５日を付与する。
なお，国が義務付ける「年５日の年次有給休暇の確実な取得」について，採用された

年度の１０月１日から採用された年度の次年度の９月３０日までの間及び採用された年
度の次年度の１０月１日から採用された年度の次々年度の３月３１日までの間に，それ
ぞれ５日以上を取得すること。

（２）有給の特別休暇
夏季休暇（６月１日から１０月３１日までの間に３日），結婚する場合（７日を超え

ない範囲内で必要と認める期間），忌引の場合（別に定める期間内において必要と認め



る期間），裁判員・証人・鑑定人等として官公署等に出頭する場合（その都度必要と認
める日又は時間）等。

８ 賃金
（１）基本賃金 ３４９，４００円（令和７年４月採用研修医の場合）
（２）所定時間外，週休日又は深夜労働に対して支払われる賃金の割増率

① 月６０時間以内 ② 月６０時間超え
ア 勤務日 深夜以外 １２５％ ア 勤務日 深夜以外 １５０％

深夜 １５０％ 深夜 １７５％
イ 週休日 深夜以外 １３５％ イ 週休日 深夜以外 １５０％

深夜 １６０％ 深夜 １７５％
（３）賃金締切日

毎月末。
（４）賃金の支払日

基本賃金については当月末日分までを当月２１日に（先払い），実績賃金については
当月末日分までを翌月２１日に（後払い）支払う。ただし，休日の場合は前日，前日も
休日の場合は前々日に支払う。

（５）賃金の支払い方法
申し出により本人名義の金融機関口座に振り込む。

（６）労使協定に基づく賃金支払時の控除
医局費２千円。

（７）昇給
なし。

（８）期末手当及び勤勉手当
給与条例第２２条に基づき，基準日（６月１日，１２月１日）にそれぞれ在職する場

合，期末手当については基本賃金額に１００分の１２２．５を乗じて得た額を，勤勉手
当については同様に１００分の１０２．５を乗じた額を，それぞれ基準日以前６箇月以
内の勤務期間に応じて支払う。

（９）退職金
なし。

９ 退職に関する事項
（１）定年制

該当しない。
（２）継続雇用制度

該当しない。
（３）自己都合退職の手続

退職する１４日以上前に届け出ること。
（４）解雇の事由及び手続

職員の分限及び懲戒については，地方公務員法第２７条から第２９条まで並びに職員
の分限に関する条例（昭和２６年茨城県条例第４１号）及び職員の懲戒の手続及び効果
に関する条例（昭和２６年茨城県条例第４２条）の定めるところによる。

10 労働保険及び社会保険の加入
（１）労働者災害補償保険

加入する。
（２）雇用保険

加入する。
（３）健康保険

加入する。
（４）厚生年金保険

加入する。
11 医師賠償責任保険

当院としての団体加入とは別に臨床研修医としての個人加入を必須とし，採用日から７
日間以内に，当該保険証書等の写しを提出しなければならない。

12 その他
（１）本書に示す労働条件等については，事前に又は入職後も関係規定や各法に基づき，変更

や訂正されることがある。（人事院勧告の見直しや病院経営の悪化による，各法に定める
範囲内での基本賃金及び期末手当等の低減等を含む）

（２）身分及び待遇について本書に記載のない事項については「会計年度任用職員取扱要領」
等によるものとする。


